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はじめに
近年、外傷、移植、手術後の合併症として敗血症の重要性が再認識されている。
免疫機能の低下した宿主に感染が発症すると容易に敗血症となり、多臓器不全か
ら死の転婦をとるものが多く集中治療部門における重要な問題となっている。
グラム陰性菌による敗血症の治療として筆者は既に文部省科学研究(試験研究
2) において血液浄化法を用いたエンドトキシン吸着治療で成果をあげている。 し
かしグラム陽性菌による敗血症はいまだその血中の迅速診断法がなく血液培養に
よる診断に依存している。このため治療対策が後手に回り診断がついた時点で不
幸な転帰をとっているものも少なくない。
本研究は平成 5年から平成 7年にかけ文部省科学研究補助金(一般研究 B)を
うけ、 グラム陽性薗の血中診断法について基礎的及び臨床的に研究したものであ
る。 研究の対象としては Staphylococcus aureus より産生される外毒素で Toxic
Shock Syndrome の原因として知られている Toxic Shock Syndrome Toxin - 1 
(TSST-l)及びグラム陽性菌、陰性菌の壁成分に多量に含まれる Peptidoglycanであ
る。 これらの血中定量法とその再現性、定量結果の意義について検討したロその
結果、 TSST-lは30pg/mlより血中での定量が可能で 100pg/ml以上で病的意義がある
と判定できた。また家兎を用いた実験ではその血中代謝は早く多量の毒素に暴露
されるか持続的な産生がないと血中での検出は困難と考えられた。 in vitroの実
験では TSST-l単独刺激によるヒト末梢血単核球からの腫蕩壊死因子 (TNF)の産生は
少なくむしろエンドトキシン刺激と相乗効果を認め、臨床病態への関与が生じる
と考えられた。重症患者の血中 TSST-lの値では予後に直接の影響はでなかったが、
血中エンドトキシン濃度の高い症例は血中 TSST-lも有意に高値であり混合感染に
よる毒素代謝の遷延による病態の悪化が示唆され、実験的検討結果が裏ずけられ
る結果となった。一方、ペプチドグリカンの血中定量も可能であり、 100pg/mlを
陽性とした場合、重症敗血症例では 82.1%の陽性を示した。
TSST-lは3時間、 Peptidoglycan は2時間で定量可能であり、 これらの診断法を
用いてグラム陽性菌敗血症の診断及び治療が早期に確定すれば抗生剤の投与が適
正化され、救命率向上が期待できると考えられる。
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